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専
門
は
ド
イ
ツ
の
自
然
科
学
史
で
す
。
こ
の
研

究
を
始
め
た
の
は
、
大
学
の
時
の
ド
イ
ツ
留
学
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
来
年
度
新
設
の
国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
の
教
員
に
就
任
予
定
で
す
が
、
同
学
科
で

は
２
年
次
で
全
員
が
半
年
間
留
学
し
ま
す
。
ぜ
ひ

学
生
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
環
境
に
飛
び
込

ん
で
視
野
を
広
げ
て
ほ
し
い
で
す
。
異
文
化
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
大
切
な
の
は
、
何
で
も
言
語

化
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
に
と
っ
て
の

「
当
た
り
前
」
を
ち
ゃ
ん
と
説
明
し
、
相
手
の

「
当
た
り
前
」
を
理
解
し
、
多
様
な
考
え
方
が
あ

る
と
知
れ
ば
世
界
は
広
が
り
ま
す
。

　
近
代
の
ド
イ
ツ
系
知
識
人
は
世
界
中
に
赴
き
、

日
本
に
も
「
お
雇
い
外
国
人
」
と
し
て
多
く
の
若

者
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
１
８
６
０
年
か
ら
１
９

０
０
年
ご
ろ
ま
で
数
百
人
の
ド
イ
ツ
人
が
東
京
や

横
浜
で
、
自
然
科
学
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
知
識
や
技
術
を
日
本
に
伝
え
ま
し
た
。

　
同
時
に
彼
ら
は
知
的
交
流
の
場
と
し
て
、
東
京

に
「
東
洋
文
化
研
究
協
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

自
然
科
学
を
研
究
対
象
と
す
る
結
社
で
、
ド
イ
ツ

と
日
本
と
い
う
異
な
る
知
の
文
化
が
邂か

い

逅こ
う

し
交
渉

す
る
場
だ
っ
た
の
で
す
。
最
先
端
の
知
識
を
持
っ

た
研
究
者
ら
は
ど
ん
な
こ
と
を
話
題
に
し
、
ど
ん

な
知
的
交
流
を
行
っ
た
の
か
。
さ
ら
に
帰
国
後
は

ど
の
よ
う
な
業
績
を
残
し
た
の
か
、
同
時
代
を
生

き
た
複
数
の
研
究
者
に
つ
い
て
総
合
的
に
考
察
し

ま
す
。

　
こ
の
研
究
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
地
質
学

者
ナ
ウ
マ
ン
で
す
。
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
に
名
を
残
し

日
本
の
地
質
学
研
究
の
祖
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
ド
イ
ツ
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
帰
国
後
は
鉱
山
開
発
系
の
大
企
業
で
顧
問
に

就
い
た
り
、
鉄
道
敷
設
に
携
わ
っ
た
り
し
ま
し
た

が
、
背
景
に
は
日
本
時
代
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
あ

り
ま
し
た
。
明
治
期
の
東
京
で
培
わ
れ
た
科
学
の

知
識
と
経
験
、
人
脈
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
知
的
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
還
流
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
知
的
往

還
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
実
証
し
て
い
き
ま
す
。
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地
球
惑
星
科
学
を
構
成
す

る
全
て
の
分
野
を
カ
バ
ー
す

る
学
術
団
体
「
日
本
地
球
惑

星
科
学
連
合（
Ｊ
ｐ
Ｇ
Ｕ
）」

の
２
０
１
９
年
大
会
で
栗
本

享
宥
さ
ん
（
院
文
修
１
、
地

理
学
専
攻
）
が
ポ
ス
タ
ー
発

表
を
行
い
、
学
生
優
秀
発
表

賞
を
受
賞
し
た
。

　
栗
本
さ
ん
の
発
表
タ
イ
ト

ル
は
「
１
５
８
６
年
天
正
地

震
に
伴
い
発
生
し
た
岐
阜
県

郡
上
市
の
水み

ぞ

れ

沢
上
地
す
べ

り
」。
文
学
部
環
境
地
理
学

科
３
年
次
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
研
究
の
集
大
成
と
な
っ

た
。

　
郡
上
市
明
宝
地
区
に
は
、

天
正
地
震
に
伴
い
発
生
し
た

と
さ
れ
る
水
沢
上
地
す
べ
り

と
呼
ば
れ
る
大
規
模
地
す
べ

り
地
が
存
在
す
る
。
地
形
・

地
質
学
に
基
づ
い
た
検
証
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
栗
本
さ
ん

は
現
地
踏
査
な
ど
を
重
ね
、

地
形
・
地
質
特
性
や
発
生
時

期
な
ど
を
検
討
し
た
。
地
す

べ
り
堆
積
物
や
地
す
べ
り
に

よ
る
河
川
の
せ
き
止
め
湖
沼

氾
濫
原
堆
積
物
か
ら
材
木
の

化
石
を
発
見
し
、
防
災
科
学

技
術
研
究
所
の
協
力
で
年
代

を
測
定
し
た
。

　「
地
震
の
被
害
に
つ
い
て

な
ぞ
が
多
い
天
正
地
震
の
実

態
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
ポ
ス
タ
ー

発
表
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
研
究
者
か
ら
意
見
を
い

た
だ
き
、
励
み
に
な
っ
た
と

同
時
に
、
今
後
の
方
針
を
見

直
す
こ
と
に
も
つ
な
が
っ

た
」
と
話
す
。

　
ポ
ス
タ
ー
発
表
は
５
月
28

日
、
幕
張
メ
ッ
セ
で
行
わ

れ
、
７
月
10
日
に
受
賞
が
決

ま
っ
た
。

　
ま
た
、
栗
本
さ
ん
の
研
究

は
、
公
益
財
団
法
人
深
田
地

質
研
究
所
の
「
２
０
１
９
年

度
深
田
野
外
調
査
助
成
」
に

採
択
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
地
質
学
な
ど
を
研

究
す
る
学
生
の
野
外
調
査
に

関
わ
る
経
費
を
助
成
す
る
制

度
。
本
年
度
は
21
人
が
選
ば

れ
、
私
立
大
生
は
栗
本
さ
ん

だ
け
だ
っ
た
。

郡
上
市
で
現
地
踏
査
を
重
ね

天
正
地
震
の
実
態
を
明
ら
か

に
し
た

日
本
地
球
惑
星
科
学
連
合
19
年
大
会

栗
本
さ
ん（
　 

）学
生
優
秀
発
表
賞

院
文

修
１

ポスター発表を行う栗本さん

　
青
森
支
部
（
山
中
政
広
支

部
長
）
の
懇
談
会
は
８
月
25

日
、
青
森
市
内
で
19
人
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ
た
。
加
藤

浩
平
経
済
学
部
教
授
、
廣
石

忠
司
経
営
学
部
教
授
、
平
田

大
輔
文
学
部
教
授
と
就
職
課

職
員
が
、
大
学
の
現
状
な
ど

に
つ
い
て
話
し
た
。
加
藤
教

授
は
「
多
様
な
学
部
・
学
科

で
の
少
人
数
教
育
が
専
大
の

良
さ
。
そ
こ
で
良
い
先
生
、

良
い
友
人
に
巡
り
合
う
チ
ャ

ン
ス
が
あ
り
、
情
報
収
集
能

力
や
集
中
力
、
努
力
し
続
け

る
根
気
な
ど
を
培
う
こ
と
が

で
き
る
」
と
述
べ
た
。

　
本
学
と
就
職
促
進
協
定
を

結
ん
で
い
る
青
森
県
の
担
当

者
が
県
内
の
就
職
状
況
や
Ｕ

タ
ー
ン
就
職
の
た
め
の
支
援

制
度
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

ま
た
、
校
友
会
青
森
県
連
合

会
の
三
上
裕
行
会
長
も
出
席

し
、
校
友
会
へ
の
理
解
を
呼

び
掛
け
た
。

　
個
人
面
談
し
た
文
学
部
２

年
次
女
子
の
母
親
は
「
同
じ

学
科
の
先
生
が
成
績
や
授
業

の
こ
と
な
ど
を
説
明
し
て
く

れ
、
状
況
が
よ

く
分
か
り
安
心

し
た
」
と
語
っ

た
。

　
ま
た
、
法
学

部
４
年
次
男
子

の
父
親
は
「
支

部
活
動
で
親
同

士
の
つ
な
が
り

が
で
き
た
。
子

ど
も
を
通
じ
て

親
も
成
長
し
た

４

年

間

だ

っ

た
」
と
振
り
返

っ
た
。

　ご父母・保護者の会である育友会（小林宏会

長）の支部懇談会が、７月から９月にかけて全国

63会場で開催された。教職員が全国に赴き、学業

や学生生活、就職支援などについてご父母・保護

者に説明し、疑問や悩みに答えた。

　
東
京
Ａ
（
大
隣
昌
美
支
部

長
）、
Ｂ
（
加
藤
健
治
支
部

青
森
支
部 全

国
63
会
場
で
開
催

育友会支部懇談会

長
）、
Ｃ
（
齋
藤
朝
代
支
部

長
）
の
３
支
部
合
同
懇
談
会

は
８
月
４
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
か
れ
た
。
参
加
し

多くの会員が出席した３支部合同懇談会

東
京
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
支
部

た
２
３
６
人
の
ご
父
母
・
保

護
者
は
、
教
職
員
か
ら
の
説

明
を
メ
モ
に
取
り
な
が
ら
熱

心
に
聞
い
て
い
た
。

　
３
支
部
を
代
表
し
加
藤
支

部
長
が
「
大
学
の
情
報
を
積

極
的
に
集
め
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
佐
々
木
重
人
学
長

が
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
校

舎
や
来
年
度
の
新
学
部
の
設

置
な
ど
、
大
学
の
大
き
な
変

革
に
つ
い
て
具
体
的
に
話
し

た
。
学
業
、
学
生
生
活
全

般
、
就
職
に
つ
い
て
は
、
担

当
の
教
職
員
が
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
や
図
を
使
っ
て
分
か
り
や

す
く
説
明
し
た
。

　
昼
食
を
は
さ
み
午
後
か

ら
、
学
部
別
に
個
人
・
グ
ル

ー
プ
面
談
、
就
職
グ
ル
ー
プ

面
談
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
法
学
部
２
年
次
女
子
の
母

親
は
「
単
位
の
こ
と
、
就
職

の
状
況
に
つ
い
て
知
り
た
く

て
参
加
し
た
。
こ
こ
で
得
た

情
報
を
娘
に
押
し
つ
け
る
の

で
は
な
く
、
上
手
に
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
前
向
き
に
捉
え
て
い
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

と
経
営
学
部

の
グ
ル
ー
プ
面
談

学業について説明した

個
人
面
談
す
る
廣
石
教
授


